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●評価書

上位計画、関連計画の位置づけ 都市再生に係る事業等 都市再生の効果の発現

記載事項

【京都市都市計画マスタープラン(R3.9)】
○京都駅周辺地域では、市立芸術大学の
移転や中央卸売市場の再整備、梅小路京
都西駅の開業を契機としたクリエイティブ
なまちづくりの機運を捉えて、アートやデザ
イン、ものづくり、伝統・先端産業などが融
合した様々な取組・活動を支援し、地域全
体の活性化を図る。
〇誰もが「出かけたくなる」魅力と活力のあ
ふれるまちと暮らしの実現に向けた取組を
展開し、人と公共交通優先の「歩くまち・京
都」の更なる進化を目指す。
〇京都駅など、人口・機能が集積するター
ミナル駅においては、周辺施設と一体と
なった防災対策の強化を図る。 等

【都市開発事業】
〇完了
・第一市場 賑わいゾーン①（R2.5竣工）  等
〇事業中
・第一市場 賑わいゾーン②（R6年度竣工予定）
○未着手
・京都プロジェクト（仮称）（R11年度竣工予定）
・元安寧小学校跡地活用（未定） 等

【公共施設整備】
〇未着手
・崇仁北部地区土地区画整理事業（R13年度完了
予定）

・人口（地域内）
8,386人（H17）→7,604人（R5）
：約9%減（市全体：約6%減）
・世帯数（地域内）

4,992世帯（H17）→4,663世帯（R5）
：約7%減（市全体：約13%増）
・地価（地域内）

162万円/㎡(H14)→555万円/㎡(R5)
：約242%上昇（市平均：約103%増）
・商業・業務施設の延床面積

1,410千㎡（R2）→1,639千㎡（R5）
・緊急避難広場・一時滞在施設の協定締
結数 22施設（R2）→27施設（R4）

項目別
評価

各種上位計画及び関連計画で示された方
針が都市再生緊急整備地域としての地域
整備方針に落とし込まれており、今後のま
ちづくりの方向性が明確に示されている。

都市開発事業や公共施設整備が進捗している。
今後も予定されている事業がある。

人口・世帯数は減少しているが、地価、商
業・業務施設の延床面積においては、都
市再生の効果の発現が認められる。

総合評価
都市整備事業・公共施設整備が進捗し、整備の目標の実現が図られつつある。
今後も、予定されている都市開発事業等について引き続き推進する必要がある。

⇒
地域指定を継続
（地域拡大・統合）

継続
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上位計画、関連計画の位置づけ 都市再生に係る事業等 都市再生の効果の発現

記載事項

【京都市都市計画マスタープラン(R3.9)】
○南部創造のまちづくりの先導地区であ
るらくなん進都では、安全・快適で魅力的
な都市環境の創出や利便性の高い公共
交通体系の整備、脱炭素型のまちづくり
などを進めながら、国内外の最先端のも
のづくり企業をはじめとする企業の本社オ
フィスや生産・研究開発・流通機能の集積
を図ります。 等
【京都市行財政改革計画（R3.8）】
〇南部「創造」エリアのポテンシャルを最
大限引き出す都市計画、企業誘致、イン
フラの在り方の検討と効果的な施策の展
開による企業立地促進

【都市開発事業】
〇完了
・京都市上下水道局南部拠点整備事業（R4.4
竣工）  等
〇未着手
・京都市創業支援工場跡地開発計画（R9年度
竣工予定）
・株式会社グラフィック第５工場新築工事（R7年
度竣工予定） 等

【公共施設整備】
〇完了
・京都高速道路油小路線（直線区間） （H20.1
竣工）
・油小路通再整備（H23.3竣工）

・人口（地域内）
4,364人（H14）→4,924人（R5）
：約13%増（区全体：約1%減）
・世帯数（地域内）

2,058世帯（H14）→2,936世帯（R5）
：約42%増（区全体：約22%増）
・地価（地域内）

30万円/㎡(H14)→28万円/㎡(R5)
：約8%減（区平均：約49%増）
・らくなん進都内の新規工場・事務所等供給
面積 118,034㎡（R2～R4累計）
・グリーン（環境・エネルギー）産業分野にお
けるプロジェクト創出数 64件（R2～R4累計）

項目別
評価

各種上位計画及び関連計画で示された
方針が都市再生緊急整備地域としての地
域整備方針に落とし込まれており、今後
のまちづくりの方向性が明確に示されて
いる。

都市開発事業や公共施設整備が進捗している。
今後も予定されている事業がある。

地価は下落しているが、人口・世帯数は増
加しており、新規工場・事務所等の供給面積
等においても都市再生の効果の発現が認め
られる。

総合評価
都市整備事業・公共施設整備が進捗し、整備の目標の実現が図られつつある。
今後も、予定されている都市開発事業等について引き続き推進する必要がある。

⇒
地域指定を継続
（地域拡大・統合）

●評価書

継続
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